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報恩講を前にした 11 月の同朋会では、真鍮

製の仏具のおみがきを行いました。 

各家庭のお内仏（仏壇）でも、大切な法要

の前には、ぜひ“おみがき”を行うように

したいものです。 
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ご法事（年忌

ね ん き

法要）は、亡き人をご縁に、仏さまの教えを

今生きる私たちが聞かせていただく大切な機会です。浄泉

寺本堂でご法事を勤めることもできます。 

一周忌一周忌一周忌一周忌    平成 29 年(2017 年)亡 

三回忌三回忌三回忌三回忌    平成 28 年(2016 年)亡 

七回忌七回忌七回忌七回忌    平成 24 年(2012 年)亡 

十三回忌十三回忌十三回忌十三回忌    平成 18 年(2006 年)亡 

十七回忌十七回忌十七回忌十七回忌    平成 14 年(2002 年)亡 

二十五二十五二十五二十五回忌回忌回忌回忌    平成 6 年(1994 年)亡 

三十三回忌三十三回忌三十三回忌三十三回忌    昭和 61 年(1986 年)亡 

五十回忌五十回忌五十回忌五十回忌    昭和 44 年(1969 年)亡 

 

修正会後の新年会の様子 

おおおお内仏内仏内仏内仏

な い ぶ つ

（（（（仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る    ⑨⑨⑨⑨        ～～～～    「「「「報恩報恩報恩報恩講講講講

ほうおんこう

」」」」ってってってってなんなんなんなんなんなんなんなん？？？？    ～～～～    

報恩講とは、宗

しゅう

祖

そ

・親鸞

し ん ら ん

聖人

しょうにん

の御

ご

祥

しょう

月

つ き

命

め い

日

に ち

（11 月 28 日）を中心に勤まる法要で、京都の本

山（真

し ん

宗

しゅう

本

ほ ん

廟

びょう

・東

ひがし

本

ほ ん

願

が ん

寺

じ

）では、11 月 21 日から 28 日まで勤まり、浄泉寺では 12 月に勤めて

います。親鸞聖人があきらかにされ、私にまで伝わった念

ね ん

仏

ぶ つ

（南

な

無

む

阿

あ

弥

み

陀

だ

仏

ぶ つ

）の教えを聞き、

そのご恩に身を粉にして感謝する、真

しん

宗

しゅう

門

もん

徒

と

にとって、もっとも大切な仏

ぶ つ

事

じ

です。 

お寺に身を運ばれるご縁はさまざまかと思います。亡き方を通して私たちが教えられるの

は、生

しょう

死

じ

無

む

常

じょう

の我が身の事実と、事実は事実のままにそれを引き受けてイキイキと生きていく

道があること。そのことを教えてくださった親鸞聖人を通して、私にまで伝わった仏

ぶ っ

法

ぽ う

に、ぜ

ひともこの報恩講をご縁に、お遇

あ

いいただきたいと思います。    (浄泉寺若院・釋

しゃく

亜世

あ せ い

)    


